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Ⅲ 高圧受電設備の保守管理・知識

７ 自家用電気工作物の点検

点検の基本は、電気主任技術者が主体となり受電設備及び負荷設備の正常状態を把握・確認し

て、下記の点検時等で異常に気付き易いよう常に注視・記録することが予防保全及び安全管理

生かされる。

自家用電気工作物（受電設備及び負荷設備）の維持管理は、各事業所の保安規程に従って

下記の点検を行う。 ただし急速な技術革新に伴い、内規の改正が随時に行われるため注視

し実情に対応する必要がある。

巡視点検測定基準及び手入れ基準は、点検項目や周期等を経産省産業保安監督部の推奨す

る事例が、産業保安監督部にそのひな型として掲載されています。

１ 日常巡視点検 ： 主として運転中の電気設備を１日～３か月程度の周期で

目視にて異音・振動・過熱・外観変形等により点検し記録する。

２ 年次点検

２－１ 定期点検 : １年程度の周期で電気設備を停止し必要に応じ分解するなど、

目視、測定器具等により点検及び試験を行う。

： 点検内容は基本的には、保安規程に定められているが具体的には通常

イ 接地抵抗測定、 ロ 絶縁抵抗測定、

ハ 保護継電器試験及び遮断器・開閉器との連動開極試験

ニ 機器等の手入れ・補修

２－２ 精密点検 ： 定期点検とほぼ同じであるが、３年程度の周期の場合、

設備の規模により実施する。定期点検時の項目以外に、

イ 変圧器の絶縁油の劣化試験（絶縁破壊値、酸価値、ガス分析）、

ロ 高圧ケーブルの絶縁診断、 絶縁劣化診断試験 等がある。

＊ 絶縁耐力試験は高圧機器等の新設・増設・改造等の際に実施する。

３ 臨時点検 ： 台風や地震等の自然災害時の前後及び火災等のような突発事故の

際は、被害の有無を点検・確認し必要に応じ上記の点検を行う。

： 工事の新設、増設、変更・改修等の立会い確認。

＊ 点検時の注意

① 目視点検時：高圧接近する場合は高圧検電器にて十分安全距離を確認する。

：出来るだけ複数人数で確認する。（単独行動は控える）

：強風及び雨天時は避ける。

② 停電作業 ：関係者及び作業者と事前打ち合わせし、工具・機器等の員数を

把握しておき、作業終了後復電前にそれらを確認する。

：作業着手前に、検電及び放電を必ず自問自答し実施する。
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：放電後、誤投入による事故防止のため作業接地具の取付とその

旨の標識をよく見える場所に掲示する。復電直前に取外すこと。

５）点検作業時の安全工具・高圧機器の操作用具

イ．高圧放電棒 ロ．高圧クランプ形電流計 ハ．フック棒（ＰＣ用）

ニ．高圧用検相器 ホ．作業接地線

写真に示す形でよく似たものが、他に２種類ある。写真を基準にしてその区別・違いを説

明する。

イ．停電作業を行う時、電路を接地し放電する。

高圧電路を開路後、電路の残留電荷を放電するために用いる。

棒は１本であり、停電後、接地線に取付けて他方を（フック状の金物）を

電路に接触させ放電する。

ロ．高圧電流を測定するのに用いる。

電流を測定するには、電流検出部の変流器部(ＣＴ）と電流計が一体になっている。

ハ．高圧カットアウトの開閉操作に用いる。

高圧カットアウト（ＰＣ）の開閉操作棒は別名フック棒という。その先端はカッ

トアウトスイッチの碍子のリング部を引っ掛ける様な棒の先端に直角で４ｃｍ位

の突起部があり、他方の取手には特別なものは装置していない。

長さは１ｍ位であるが、良く似た用途で３ｍくらいのものがある。それはＤＳ

操作用として用いる。

ニ．高圧電路の相順の確認に用いる。

写真の２本は同じ構造のもので、棒の１方の金属フック部は高圧充電部或は絶縁

電線の上にあてがい検電し、フックの反対側は２本の可とう導体（銅線）で接続

されている。この２本を同時に３相高圧部のＲ,Ｓ,Ｔに順次接触させて、この棒

に内蔵されている検電ランプの表示の有無により、３相の相順を確認する。

ホ. 作業接地線

停電作業で検電・放電後に誤投入による事故防止のため取付ける。


